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市民や事業所の再エネ電力選択による持続
可能な再エネ社会の構築

アジア太平洋地域での気候正義に基づいた
1.5度目標達成に向けた調査・提言活動

再エネ電力会社追加 5 社

賛同団体数合計 92 団体

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 20 ％

 アジア太平洋
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活動内容と成果
① 当会に参加している再エネ新電力向けに電力制度
問題などの勉強会を5回実施し、課題やそれぞれの
工夫・取組みについて共有した
② アンバサダー企画では10人の方にパワーシフトア
ンバサダーとなっていただきSNSやイベントで発
信を行い、再エネ選択がより身近なものになるよ
うに工夫した。さらに一般の市民の方に講座を受
けていただくことで知識と発信力を育成し、約10
人の方に市民アンバサダーとして参加いただいた

活動内容と成果
2020年度は新型コロナウイルスの影響によるCOP26
の延期に伴い、国際交渉に関連する活動は十分に実施
できなかった。しかし、新型コロナウイルス禍におい
ても、アジア太平洋地域の若者を対象とした研修プロ
グラムをオンラインで実施し、6か国から約30人の参
加者とともに5回実施することができた。気候変動に
よる損失と被害及び気候正義の普及啓発という活動
についても、外部講演は8回実施し、延べ140人ほどが
参加、また企画した連続ウェビナーでも全5回で250
人が参加した。

課　題
環境問題に関心のある市民の間でも、「再エネ電力の
選択」を実行している人はまだ一部であり、まだまだ
情報普及が必要である。

目　標
大手電力と新電力との間の格差や大規模電源を優遇
する制度面の課題を新電力会社とも連携して、是正
改善に向けた働きかけを実施する。一般市民への情
報普及を加速させる。

課　題
1.5度目標達成及び途上国での気候変動被害対策が
「当該支援策に途上国の声が反映されておらず」「先
進国による途上国への適切な支援」となっていない。

目　標
1.5度目標達成のため、先進国及び途上国の温室効果
ガス排出削減目標が気候正義の考え方に基づいたも
のまで引き上げられる。
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■苦労した点
新型コロナウイルス禍で対面イベン
トや勉強会はほとんど開催できな
かった。電力会社紹介が増え、連絡
の維持は課題。

■工夫した点
パワーシフト（再エネ電力の選択）と
いうシンプルな活動が広まる中で、
SNSなどのデザイン性を高めて広が
りを作った。

■苦労した点
新型コロナウイルスによって国際会
議などの大きな予定変更が重なり、
計画通りに進められなかった。

■工夫した点
イベントやセミナーのオンライン移
行。直接対面での実施が難しいから
こそ、回数を増やしたり広く呼び掛
けたりした。

異業種で活躍するアンバサダーの方々と連携したSNSライブや記事を作成した
い。また賛同いただける団体との連携により、様々な社会問題と同時に気候危機の
解決に向けて活動したい。

2021年度も新型コロナウイルスの猛威が続くが、気候変動も待ったなしの状況で
ある。昨年度の反省をいかし、オンラインとオフラインを適切に組み合わせて、ア
ジア太平洋地域での気候正義運動を支援したい。
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今後の
展望

3/13パワーシフトサミットVol2開催3/13パワーシフトサミットVol2開催

アジア太平洋地域での気候正義研修の様子アジア太平洋地域での気候正義研修の様子

2/5電力市場高騰トーク開催2/5電力市場高騰トーク開催

気候被害を話す気候変動連続ウェ気候被害を話す気候変動連続ウェ
ビナーにてビナーにて

気候変動連続ウェビナー 250 人
アジア太平洋地域での
気候正義研修 5 回

今年度計画の達成度 66 ％

目標達成度 16 ％

 日本全域


